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１６ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ １２ １５ 
古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています

数字のマジックがいっぱいの算数コーナー 宙に浮いたコマに目が輝く 

実験の不思議に引き込まれる 

親子で静電気で回るモーター作りにチャレンジ ほかの実験コーナーも気がかり… 

一
、 

豊
か
な
水
と
緑
を
守
り
育
て

豊
か
な
水
と
緑
を
守
り
育
て
、 

生
命
力
に
満
ち
た
自
然
と
の
共
生
に

生
命
力
に
満
ち
た
自
然
と
の
共
生
に

つ
と
め
ま
す
。

つ
と
め
ま
す
。

一
、 

思
い
や
り
と
感
謝
の
心
で
助
け
合
い

思
い
や
り
と
感
謝
の
心
で
助
け
合
い
、 

温
か
な
家
庭
と
平
和
な
ま
ち
を

温
か
な
家
庭
と
平
和
な
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

つ
く
り
ま
す
。

一
、 

す
す
ん
で
心
身
を
き
た
え

す
す
ん
で
心
身
を
き
た
え
、 

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
社
会
を

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
社
会
を

き
ず
き
ま
す
。

き
ず
き
ま
す
。

一
、 

ふ
る
さ
と
に
学
び

ふ
る
さ
と
に
学
び
、
心
を
世
界
に
開
い
て

心
を
世
界
に
開
い
て
、 

文
化
の
香
り
高
い
風
土
を
そ
だ
て
ま
す
。

文
化
の
香
り
高
い
風
土
を
そ
だ
て
ま
す
。

一
、 

生
き
が
い
と
誇
り
を
持

生
き
が
い
と
誇
り
を
持
っ

て
仕
事
に
励
み

て
仕
事
に
励
み
、

希
望
に
満
ち
た
明
日
へ
向
か

希
望
に
満
ち
た
明
日
へ
向
か
っ
て

す
す
み
ま
す
。

す
す
み
ま
す
。

 (

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
制
定
）

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
制
定
）

　
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
鳥
海
山
の
大
い
な
る
恵
み
を

　
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
鳥
海
山
の
大
い
な
る
恵
み
を

受
け
、

受
け
、
高
原
に
さ
わ
や
か
な
風
そ
よ
ぎ
、

高
原
に
さ
わ
や
か
な
風
そ
よ
ぎ
、
田
園
う
る
お

田
園
う
る
お

す
清
流
が
日
本
海
へ
続
く
、
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す

す
清
流
が
日
本
海
へ
続
く
、
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

　
こ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
先
人
が
築
い
て
き
た

　
こ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
先
人
が
築
い
て
き
た

歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し
、
産
業
を
育
て
活
力
あ
る

歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し
、
産
業
を
育
て
活
力
あ
る

ま
ち
を
つ
く
り
、
責
任
を
持
っ
て
未
来
に
引
き
継
ぐ

ま
ち
を
つ
く
り
、
責
任
を
持
っ
て
未
来
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
こ
の
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す

た
め
、
こ
の
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

由
利
本
荘
市
民

由
利
本
荘
市
民
憲
章
憲
章

　
文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け
た

理
数
大
好
き
モ
デ
ル
事
業
の
一
環

と
し
て
「
第
四
回
小
・
中
学
生
の

た
め
の
科
学
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
イ
ン

大
内
」
が
十
二
月
八
日
、
市
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
、
訪
れ
た
親
子

連
れ
な
ど
約
四
百
人
が
お
も
し
ろ

実
験
な
ど
に
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。 

　
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
に
は
見
る
実
験
、

試
す
実
験
、
作
っ
て
試
す
実
験
の

ほ
か
、
計
算
や
工
作
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
算
数
・
数
学
コ
ー
ナ

ー
な
ど
三
十
六
も
の
テ
ー
マ
で
設
け

ら
れ
た
ブ
ー
ス
が
並
び
、
子
ど
も

た
ち
は
想
像
を
超
え
た
実
験
結
果

に
驚
き
の
声
を
上
げ
て
ド
キ
ド
キ

体
験
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
先
頃
発
表
さ
れ
た
経
済
協
力
開

発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
調
査
し

た
日
本
の
高
校
一
年
生
の
学
習
到

達
度
は
世
界
の
中
で
科
学
的
応
用

力
が
六
位
、
数
学
的
応
用
力
は
十

位
と
低
下
。
科
学
が
役
に
立
つ
と

考
え
た
り
、
関
心
を
持
っ
た
り
す

る
生
徒
の
割
合
と
、
日
々
の
生
活

で
科
学
に
触
れ
た
り
す
る
機
会
も

最
低
レ
ベ
ル
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
主
催
し
た
市
教
育
委
員
会
や
協

力
し
た
県
立
大
学
な
ど
多
く
の
地

域
の
関
係
団
体
で
は
「
な
ぜ
？
」

の
好
奇
心
が
醸
成
さ
れ
、
理
数
に

興
味
を
持
つ
子
ど
も
が
増
え
、
学

力
向
上
に
繋
が
れ
ば
と
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
し
た
。 

ご
ろ 

つ
な 
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故
郷
へ
の
思
い
は
限
り
な
く
―�

５�

６�

７�

８�

　
「
ふ
る
さ
と
鳥
海
の
会
」
の
総

会
・
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
十
一

月
十
一
日
東
京
都
千
代
田
区
の
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
催
さ
れ
、

会
員
な
ど
百
三
十
七
人
が
参
加
。�

　
総
会
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
恒
例
の

郷
土
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
、
今
年

は
本
海
番
楽
前
ノ
沢
講
中
の
伝
統

の
舞
と
鳥
海
前
ノ
沢
太
鼓
保
存
会

に
よ
る
熱
気
に
満
ち
た
勇
壮
な
太

鼓
の
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
盛
り
沢
山
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
惜
し
み
な
い
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
市
直
送
の
キ
ノ
コ
汁
が

振
る
舞
わ
れ
る
と
、
会
員
た
ち
は

懐
か
し
の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。�

��

　
「
本
荘
ふ
る
さ
と
会
」
の
総

会
・
懇
親
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、

十
一
月
十
八
日
東
京
都
中
央
区
の

八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、会
員
な
ど
百
二
十
七
人
が
参
加
。�

　
総
会
後
の
懇
親
交
流
パ
ー
テ
ィ

ー
で
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や
参

加
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
余

興
で
楽
し
む
な
ど
、
参
加
者
は
懐

か
し
い
顔
ぶ
れ
と
の
ふ
る
さ
と
話

に
会
話
を
弾
ま
せ
、
和
や
か
な
ム

ー
ド
の
中
、
思
い
思
い
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
送
り
ま
し
た
。�

～各ふるさと会で総会を開催～�

ふ
る
さ
と
鳥
海
の
会�

本
荘
ふ
る
さ
と
会�

　
「
関
東
地
区
西
目
会
」
の
総

会
・
懇
親
会
が
、
十
一
月
二
十
五

日
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
会

員
な
ど
百
二
人
が
参
加
。�

　
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
西
目

か
ら
同
行
し
た
婦
人
会
の
方
々
に

よ
る
、
き
り
た
ん
ぽ
鍋
が
振
る
舞

わ
れ
、
参
加
者
は
ふ
る
さ
と
の
味

を
堪
能
し
ま
し
た
。
恒
例
の
ふ
る

さ
と
抽
選
会
で
は
、
西
目
地
域
の

事
業
所
提
供
の
さ
ま
ざ
ま
な
賞
品

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。�

　
最
後
は
全
員
で
西
目
村
歌
を
歌

い
、
年
代
の
枠
を
超
え
て
ふ
る
さ

と
を
懐
か
し
み
、
万
歳
三
唱
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。�

���

　
「
由
利
中
学
校
同
窓
会
東
京
支

部
」
の
総
会
・
懇
親
会
が
、
十
一

月
二
十
四
日
東
京
都
荒
川
区
の
ホ

テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
、

会
員
な
ど
約
百
人
が
参
加
。�

　
柳
田
市
長
を
は
じ
め
来
賓
か
ら

は
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
各
方

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
会
員
の
労

苦
が
ね
ぎ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
総
会

後
の
懇
親
会
で
は
思
い
出
話
や
互

い
の
近
況
報
告
な
ど
を
し
な
が
ら
、

和
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。�

　
「
東
京
地
区
大
内
会
」
の
総

会
・
懇
親
会
が
、
十
月
二
十
一
日

東
京
都
荒
川
区
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ

ウ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
、
会
員
な
ど

九
十
四
人
が
参
加
。�

　
総
会
で
は
、
予
算
な
ど
の
す
べ

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

総
会
後
の
懇
親
会
は
、
参
加
者
に

よ
る
の
ど
自
慢
大
会
で
盛
り
上
が

り
、
親
睦
を
深
め
合
い
ま
し
た
。�

　
最
後
に
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、

来
年
ま
た
再
会
し
よ
う
と
約
束
し

あ
い
閉
会
し
ま
し
た
。�

�

　
ま
た
、
今
回
紹
介
し
た
ふ
る
さ

と
会
以
外
で
は
、「
在
京
矢
島
会
」

が
来
年
一
月
二
十
日
に
総
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
「
ふ
る
さ
と
岩
城

会
」が
今
年
の
四
月
二
十
二
日（
五

月
十
五
日
号
八
、
九
ペ
ー
ジ
参

照
）に
、「
東
京
東
由
利
会
」
が
五

月
二
十
日
（
六
月
十
五
日
号
七
ペ

ー
ジ
参
照
）
に
そ
れ
ぞ
れ
総
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。�

関
東
地
区
西
目
会�

東
京
支
部
総
会�

由
利
中
学
校
同
窓
会�

東
京
地
区
大
内
会
総
会�

懐かしい顔ぶれで、「はい、チーズ！」�
　　　　　　　　　　　（ふるさと鳥海の会）�
乾杯！皆さん、お元気でしたか？�
　　　　　　　　　　　　（本荘ふるさと会）�
久しぶりの対面に弾む会話（関東地区西目会）�
元気に頑張っていますよ！�
　　　　　（由利中学校同窓会東京支部総会）�
役員改選　新体制で頑張ります�
　　　　　　　　　　　　（本荘ふるさと会）�
故郷を思い、参加者全員で西目村歌を斉唱�
　　　　　　　　　　　　（関東地区西目会）�
会員による舞の披露でにぎわう会場�
　　　　　（由利中学校同窓会東京支部総会）�
恒例の郷土芸能発表で披露された�
鳥海前ノ沢太鼓　　　　（ふるさと鳥海の会）�

１�

２�

３�
４�

５�

６�

７�

８�

４�

２�
１�
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地
方
公
務
員
法
第
五
十
八
条
の
二
お
よ
び
由
利

本
荘
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
、
市
職
員
の
給
与
・
定
員
管

理
、
勤
務
条
件
な
ど
、
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
は
、
全
国
で

統
一
さ
れ
た
公
表
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
総
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
全
国
の
地
方
公
共
団
体
と

本
市
の
状
況
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

人件費の状況（普通会計決算）�１�

区分�

18年度� 89,276
人�
50,356,683

千円�
649,126

千円�
10,213,645

千円�
20.3
％�

20.9
％�

実質収支�歳 出 額�
A

人 件 費�
B

人件費率�
B / A

住民基本台帳�
人口�（年度末）�

一人当たりの平均�
支給額�（18年度）�

一人当たりの平均�
支給額�（18年度）�

　　　17年度�
の人件費率�
（参考）�

（注）人件費には、特別職に支給される給料などを含みます。�

（注）夜間勤務手当を含みます。�

職員給与費の状況（普通会計決算）�２�

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�６�

ラスパイレス指数�３�

職員の手当の状況（普通会計職員）�８�

職員の平均年齢、平均給料月額および�
平均給与月額の状況�

４�

区分�

18年度�

年度�
数値（％）�

18年�

平均年齢�

経験年数10年�区　　分� 経験年数15年� 経験年数20年�

平均給料月額� 区分�一般行政職�消 防 職�平均給与月額�

92.2

44.03歳� 332,531円�

256,600円�

206,771円�

204,000円�

61人 8.8％�
主事・技師��

60人 8.7％�

主任・�
主任技師�

課長・参事�
次長・課長�

部長・政策監�

課長補佐�
・副参事�
99人 14.3％�

146人 21.1％�
92人 13.3％�

30人 4.3％�

205人 29.6％�

197,200円�

292,367円�

257,760円�

254,522円�

220,900円�

345,913円�

306,075円�

293,843円�

242,842円�

377,693円�

期末手当�
勤勉手当�

3. 00月分�
役職加算　5～15％� 1,591千円�

1. 45月分�

10,591千円�
24,021千円�

23.50月分�
30.55月分�

33.50月分�
41.34月分�

47.50月分�
59.28月分�

59.28月分�定年前早期退職�
特例措置�

（2～20％加算）�59.28月分�

170,200円�170,200円�

138,400円�138,400円�

47.10歳� 281,055円�302,744円�

42.04歳� 306,639円�369,744円�

1,159
人�
4,470,063

千円�
700,236

千円�
1,843,589

千円�
7,013,888

千円�
6,052
千円�

給　　料� 職員手当� 計� B期末・勤勉手当�
給　　　　与　　　　費�職 員 数�

A
一人当たり�
給与費�B/A

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。�
　　　２　職員数は平成１８年４月１日現在の人数です。�

（注）１　平均給料月額は、各職種毎の職員の基本給の平均です。�
　　　２　平均給与月額は、給与月額と毎月支払われる諸手当の額を合計したものの平均です。�

（注）１　由利本荘市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。�

（注）１人当たり平均支給額は、平成１８年度退職者に支給されたものの平均です。�

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００と�
　　　した場合の、市職員の給与水準を示す指数です。�

市
の
人
事
行
政
運
営
状
況

人
事
概
要 

公
表
し
ま
す�

給
与
・
定
員
管
理
な
ど�

（平成１９年４月１日現在）� （平成１９年４月１日現在）�

（平成１９年４月１日現在）�

一般行政職の級別職員数の状況�７� （平成１９年４月１日現在）�

職員の初任給の状況�５�

一 般 �
行政職�
技 能 �
労務職�

消防職�

一般行政職�

技能労務職�

消 防 職 �

大学卒�

高校卒�

大学卒�

高校卒�

高校卒�

高校卒�

総務省ホームページ「地方公共団体給与システム」�（http：//www.soumu.go.jp/c-gyousei/j-k＿system/index.html）�

区　　分�

自己都合�
定年・勧奨�

区　　分� 勤続20年� 勤続25年� 勤続35年�最高限度額�その他の�加算措置�

支給割合（18年度）� 職制上の段階、職務の�級等による加算措置�

合計�
693人�

1級� 2級� 3級� 4級� 5級� 6級� 7級�

主査�

給与・手当の概要�

支給実績（18年度）�

支給職員１人当たり平均支給年額（18年度）�

職員全体に占める手当支給職員の割合（18年度）�

手当の種類（手当数）�

手当の名称� 主な支給対象業務� 左記職員に対する支給単価�主な支給対象職員�

29,155千円�

134,355円�

18.7％�

9

市税事務従事手当�

医療業務従事手当�

災害業務従事手当�

救急業務従事手当�

清掃業務従事手当�

防疫等作業従事手当�

行 旅 死 亡 人 �
収 容 従 事 手 当 �

老 人 福 祉 施 設 �
勤 務 手 当 �

夜 間 特 種 業 務 �
従 事 手 当 �

税 務 職 �

医 師 �

福 祉 職 �

個別徴収事務�

防疫業務�

医療業務�

老人福祉施設業務�

火災・救助等の災害業務�

救急業務�

夜間特殊業務�

ごみ処理業務�

行旅死亡人収容業務�

消 防 職 �

消 防 職 �

消 防 職 �

一般行政職�
技能労務職�

従事した日　日額500円�
月額5,000円が上限�

従事した日　日額300円�
月額5,000円が上限�

従事した日　日額500円�
月額5,000円が上限�

１回　200円�
１回　350円（救急救命士）�

2時間未満　１回　410円�
2時間以上5時間未満�
　　　　　  １回　730円�
5時間以上　１回 1,100円�

従事した日　日額500円�

従事した月　月額130万円�

１回　1,000円�

１回　200円�

一般行政職�
技能労務職�

福 祉 職 �
技能労務職�

職員一人当たり平均支給年額�支給実績�

290,271千円� 246千円�

202,795千円� 175千円�

17年度決算�

18年度決算�

手当名� 内容および支給単価� 国の制度と�
の異同・内容�

支給職員�
1人当たり�
平均支給年額�

支給実績�
（18年度決算）�

扶 養 手 当 �

住 居 手 当 �

通 勤 手 当 �

管理職手当�

宿日直手当�

休日勤務手当�

寒冷地手当�

扶養親族のある職員に対して支給�
・配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　13,000円�
・配偶者以外２人目まで　　　　　　　　　  6,000円�
（配偶者が扶養親族でない場合、そのうち1人につき）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  6,500円�
（配偶者がない場合、そのうち1人につき）　11,000円�
・その他（1人につき）　　　　　　　　　　6,000円�
・子の特定期間加算額　　　　　　　　　　  5,000円�
 （16歳年度始め～22歳年度末）�

自宅または借家に居住する職員に支給�
・自宅（新築・購入から５年間）　　　　　  2,500円�
・借家（月額12,000円以上の家賃を支払っている職員�
　に家賃額に応じて支給）　　　　　限度額27,000円�

同じ�

同じ�

同じ�

同じ�

同じ�

139,855千円�

22,114千円�

64,310千円�

93,229千円�

7,665千円�

50,968千円�

90,145千円�

異なる�

通勤距離が２km以上である職員に支給�
・交通用具使用（通勤距離に応じて支給）�
　　　　　　　　　　　　　　　　 2,000～24,500円�
・交通機関利用（実費）　　　　　　限度額55,000円�

管理または監督の地位にある職員に、区分に応じて�
18,100円～57,400円を支給�

休日等において正規の勤務時間に勤務した場合、１時間�
当たりの給料単価に１３５％を乗じた額を支給�

11月から３月までの各月の初日に在職する職員に支給�
（現在経過措置期間中）�
・世帯主で扶養親族のある職員　　　　　　17,800円�
・世帯主で扶養親族のない職員　　　　　　10,200円�
・その他の職員　　　　　　　　　　　　　  7,360円�

宿日直を行った職員に支給（勤務時間が５時間未満の�
場合は５０％を乗じた額）�
・普通宿日直　　　　　　　　　　　　　　 4,200円�
・鳥海診療所および鳥海荘　　　　　　　　 5,900円�
・畜産センター　　　　　　　　　　　　　 5,100円�
・常直的な宿日直（月の１/２超）　　　　 21,000円�
・常直的な宿日直（上記以外）　　　　 　  10,500円�

209,678円�

135.669円�

72,585円�

425,708円�

99,545円�

155,865円�

78,183円�（　　　　）�支給地域お�
よび経過措�
置期間�
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特別職の報酬等の状況 ９ 

区　　分 

900,000円 

給料×0.47×在職月数 

3.35月分 

 

一般職に同じ 

3.30月分 

710,000円 427,000円 

給料×0.28×在職月数 

市　　　長 副　市　長 

定員管理の数値目標および進捗状況 １２ 

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。 
　　　２　［　］内は、条例定数の合計です。 

（注）職員数は一般職に属するうち教育長を除いた職員数です。 

（注）１　計画期間は、２２年までの５年間です。 
　　  ２   （％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示しています。 
　　  ３　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては 
　　  　　計画１年目以降現年までの職員増減数の累計を示します。 

勤務条件など 

（平成１９年４月１日現在） 

（各年４月１日現在） 

年齢別職員構成の状況 １１ 

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（各年４月１日現在） 

②職員数の状況（平成１９年４月１日現在） 

1,453人 1,312人 

平成１７年４月１日 
職　員　数 

平成２２年４月１日 
職　員　数 

141人 

純　減　数 

9.7％ 

純　減　率 

①平成１７年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数値目標 

その他 定員管理の状況 

①職員の採用、退職の状況 

区　　　　分 定　数 
計 部長級 課長級 課長補佐級 主査級 主任級 主事級 

職　　　　　員　　　　　数 

６ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ １２ １５ 

期末手当（平成18年度） 

 

給 料・報 酬月額  

 

退 職 手 当  

寒 冷 地 手 当 

区　分 議　　長 

377,000円 

副 議 長  

367,000円 

常任・議会運営委員長 

359,000円 

議　　員 

（平成１９年４月１日現在） 職員の任免および職員数に関する状況 １ 

月曜日～金曜日（休日を除く） 
勤務時間：午前８時３０分～午後５時１５分 
　　　　　 （うち休憩時間４５分、休息時間３０分） 
※この他、療養休暇、組合休暇、病気休暇、特別休暇、 
　介護休暇が必要と認められる場合に与えられます。 

勤務成績の評定の概要 
　年１回の定期昇給、６月・１２月の勤勉手当支給 
の際に職員の勤務成績の評定を行っています。 

※全対象職員とは、平成１８年１月１日から平成１８年１２月３１日までの 
　全期間を在職した一般職の職員であり、中途に採用された者や退職 
　した者、育児休業者は除いています。 

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 ２ 

職員の健康管理のため、毎年健康診断を実施しています。 

職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けた場合、 
公平委員会に不服申立てができます。 

職員の福祉および利益の保護の状況 ６ 

職員の分限および懲戒処分の状況 ３ 

採　　　用 

退　　　職 

22人 

64人 

平成19年4月1日 

平成18年度中 

36人 
7人 
21人 

部門別職員数の状況と主な増減理由 １０ 

区　分 

部　門 

8 

283 

55 

169 

89 

98 

43 

87 

832 

243 

190 

1,265 

53 

21 

88 

162 

1,427

8 

269 

53 

171 

90 

96 

43 

86 

816 

228 

186 

1,230 

50 

20 

85 

155 

1,385

0 

△14 

△  2 

2 

1 

△  2 

0 

△  1 

△16 

△15 

△  4 

△35 

△  3 

△  1 

△  3 

△  7 

△42

課の統廃合による縮小 

税務部門の体制縮小 

民生部門の体制強化 

衛生部門の体制強化 

本荘総合支所の統廃合による縮小 

 

課の統廃合による縮小 

〈参考〉 
人口1,000人当たり職員数　  9.14人 

建築関係職員の配置替による縮小 

早期退職者による減少 

〈参考〉 
人口1,000人当たり職員数　13.78人 

由利水道事務所の統廃合による縮小 

下水道部門の体制縮小 

介護保険事業の体制縮小 

 

〈参考〉 
人口1,000人当たり職員数　15.51人 

職　員　数 前年度 
増減数 平成１８年度 平成１９年度 

主な増減理由 

議 　 会  

総 務  

税 務  

民 生  

衛 生  

農林水産 

商 工  

土 木  

　 計 　  

（各年４月１日現在） 

報酬月額 

期末手当 

区　分 

部　門 

863 

 

247 

 

185 

 

158 

 

1,453

832 

△  31 

243 

△    4 

190 

5 

162 

4 

1,427 

△  26

816 

△  16 

228 

△  15 

186 

△    4 

155 

△    7 

1,385 

△ 42

748 

△115 

222 

△  25 

190 

5 

152 

△  　6 

1,312 

△141

 

△ 47 

 

△ 19 

 

1 

 

△   3 

 

△ 68

― 

 

― 

 

― 

 

― 

 

― 

 

（40.9％） 

 

（76.0％） 

 

（20.0％） 

 

（50.0％） 

 

（48.2％） 

１７年 
計画始期 

１８年 
１年目 

１９年 
２年目 

１８～１９年 
計 

職員数 

増 減  

職員数 

増 減  

職員数 

増 減  

職員数 

増 減  

職員数 

増 減  

普
　
通
　
会
　
計
　
部
　
門 

会
計
部
門 

公
営
企
業
等 

一
般
行
政
部
門

 

教 育 部 門  

消 防 部 門  

小 計  

水 道  

下 水 道  

そ の 他  

小 計  

合　　　計 
［1,497］ ［1,497］ ［0］ 

合　計

1,384人

20歳未満　8人 60歳以上　1人 

20～23歳　37人 

24～27歳 
93人 

28～31歳 
105人 

32～35歳 
138人 

36～39歳 
112人 

44～47歳 
132人 

48～51歳 
184人 

52～55歳 
239人 

56～59歳 
246人 

40～43歳 
89人 

一般行政 
部　門 

教育部門 

消防部門 

公営企業等 
会計部門 

計 

〈参考〉 
数値目標 

定年退職 
勧奨退職 
普通退職 

（平成１８年度） 

処分の種類 処分者数 

0人 

4人 

0人 

1人 

0人 

1人 

9人 

1人 

分限処分 

懲戒処分 

降　給 

休　職 

免　職 

降　任 

免　職 

停　職 

減　給 

戒　告 

職員の研修および勤務成績の評定の状況 ５ 
（平成１８年度） 職員の研修状況 

研　修　名 コース数 受講者数 

2回 
1回 
2回 
1回 
5回 
1回 
1回 
1回 
1回 
4回 
1回 

11人 
3人 
6人 
3人 

249人 
2人 
3人 
2人 
3人 
11人 
1人 

新規採用職員研修 
課長研修 
課長補佐研修 
海外研修 
政策法務研修 
係長研修 
中堅職員研修 
行政法研修 
職員接遇研修 
クレーム対応研修 
県・市町村職員合同研修 

職員の服務の状況 ４ 

年次有給休暇の取得状況（一般職） 

総付与日数 
（a） 

27,527日 7,182日 699人 10.3日 26.1％ 

総取得日数 
（b） 

全対象職員数 
（c） 

平均取得日数 
（b）／（c） 

取得率 
（b）／（a） 

区　　分 健 康 診 断  健 康 相 談  
1,259人 218人 受診者数 

※他団体からの派遣職員の着任や帰任は含みません。 市長部局 

議会事務局 

選挙管理委員会事務局 

監査委員事務局 

農業委員会事務局 

教育委員会事務局 

消防本部 

ガス水道局 

　合　　　　　　計 

総務部 

企画調整部 

市民環境部 

福祉保健部 

農林水産部 

商工観光部 

建設部 

国体事務局 

行政改革推進本部 

出納室 

967

9 

6 

4 

8 

237 

197 

69 

1,497

894 

206 

36 

99 

272 

85 

47 

114 

17 

6 

12 

8 

3 

3 

7 

227 

186 

56 

1,384

24 

11 

1 

2 

3 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

34

129 

32 

4 

15 

27 

17 

7 

18 

1 

4 

4 

1 

0 

1 

1 

31 

12 

11 

186

215 

43 

9 

34 

67 

18 

12 

29 

1 

0 

2 

3 

1 

1 

4 

22 

77 

15 

338

243 

56 

15 

17 

72 

24 

12 

33 

8 

1 

5 

3 

1 

0 

1 

32 

38 

15 

333

93 

24 

2 

11 

36 

5 

2 

12 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

22 

24 

6 

145

190 

40 

5 

20 

67 

20 

13 

20 

5 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

118 

33 

7 

348

（平成１８年度） 

①不利益処分に関する不服申立の状況 

公正委員会の業務の状況 ７ 

年度当初係属件数 

0件 

年度中申立件数 

0件 

年度中処理件数 

0件 

年度末係属件数 

0件 

職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会 
に対して、市当局により適切な措置がとられるべきことを要求 
することができます。 

②勤務条件に関する措置の要求の状況 

年度当初係属件数 

0件 

年度中申立件数 

0件 

年度中処理件数 

0件 

年度末係属件数 

0件 



　
国
の
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療
制
度
改
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高
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者
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医
療
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よ
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、
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民
健
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。�

　
来
年
四
月
か
ら
は
、
各
医
療
保

険
者
（
国
保
・
健
保
組
合
等
）
に

健
診
、
保
健
指
導
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
４０
〜
７４
歳
の
被
保
険
者
・
被

扶
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特
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ま
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。�

　
医
療
制
度
改
革
に
伴
っ
て
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
主

体
が
各
医
療
保
険
者
に
変
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
市
の
人
間
ド
ッ
ク
助

成
に
つ
い
て
は
見
直
し
さ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
３０
歳
代
の
方
は
、
特
定
健
診
の

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
療

保
険
の
区
別
な
く
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
受
診
で
き
る
よ
う
現
在
調
整

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

��

　
各
が
ん
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
な
ど
特
定
健
診
以
外
の
検
診

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
市
の
検

診
と
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
医

療
保
険
の
区
別
な
く
受
診
で
き
ま

す
。�

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導�

始
ま
り
ま
す�

大
き
く
変
わ
る�

の
し
く
み�

健
康
診
査�
医
療
制
度
改
革
に
伴
い
、
平
成
　
年
　
月
か
ら�

20

4

こ
れ
ま
で
の
市
で
行
っ
て
い
た�

基
本
健
康
診
査
（
循
環
器
健
診
）�

は
、
来
年
四
月
か
ら
各
医
療
保�

険
者
が
実
施
主
体
に
な
る
特
定�

健
診
に
変
わ
り
、
市
で
は
国
民�

健
康
保
険
加
入
者
の
４０
〜
７４
歳�

の
方
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 �

　
国
保
以
外
の
方
は
、
各
医
療�

保
険
者
で
実
施
さ
れ
ま
す
。�

◆�

■ 

特
定
健
診
の
受
け
方�

■ 

７５
歳
以
上
の
方
の
場
合�

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
受
診
方
法

（
集
団
健
診
）
と
な
り
ま
す
の
で
、

市
の
広
報
紙
を
ご
覧
に
な
り
特
定

健
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。�

　
社
会
保
険
（
政
府
管
掌
保
険
、

健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
な

ど
）
加
入
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

各
医
療
保
険
者
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
受
診
方
法

が
決
ま
り
次
第
、
市
で
も
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。�

��

　
７５
歳
以
上
の
方
は
、
平
成
二
十

年
四
月
か
ら
医
療
保
険
が
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
へ
移
行
さ
れ
、

健
診
は
国
保
の
特
定
健
診
と
一
緒

に
受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
方
は
、

受
診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

��

　
６５
歳
以
上
の
方
は
、
介
護
保
険

者
が
医
療
保
険
の
区
別
な
く
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
「
生
活
機
能
評

価
」
に
関
す
る
検
査
や
基
本
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
を
特
定
健
診
と
一
緒

に
実
施
し
ま
す
。�

■ 

人
間
ド
ッ
ク
助
成
は
見
直
し�

問
い
合
わ
せ
先�

市
健
康
管
理
課�

（  

22
―
１
８
３
４
）�

市
民
生
活
課�

（  

24
―
６
２
４
５
）�

11

肥満�＋�
血圧高め、
中性脂肪高め、
血糖値高め

８�平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう�１９�１２�１５�

■ 

３０
歳
代
の
方
に
つ
い
て
は�

■ 

特
定
健
診
以
外
の
が
ん
検
診
は�

■ 

６５
歳
以
上
の
生
活
機
能
評
価�

実施主体�

対 象 者 �

目 的 �

健診内容�

保健指導�

市町村�

こ れ ま で � 平 成 2 0 年 4 月 か ら �

職場等で健診のない方�
30歳以上�

加入している医療保険者（国民健康保険、政府管掌保険、�
健康保険組合、共済組合など）�

・メタボリックシンドロームおよびその予備軍の減少�
・生活習慣病の予防とその改善のための保健指導�
特定健康診査　メタボリックシンドロームの危険因子を調�
べるため腹囲測定とLDLコレステロール検査が追加�
メタボリックシンドロームおよびその予備軍へ生活習慣改�
善の必要度に応じて、保健師や管理栄養士による保健指導�

被保険者とその被扶養者（家族）40歳～74歳�

病気の早期発見、�
早期治療�
基本健康診査�
（老人保健法）�
健診結果にもとづいて�
保健指導や受診勧奨�

健診のしくみ�
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一
日
付
け
の
一
斉
改
選
に
伴
う

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
辞

令
伝
達
式
、　
退
任
感
謝
状
贈
呈

式
」
が
十
二
月
五
日
、
西
目
公
民

館
シ
ー
ガ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
初
め
に
退
任
者
七
十
六

人
に
厚
生
労
働
大
臣
、
県
知
事
、

市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

続
い
て
新
任
者
七
十
一
人
、
再
任

者
二
百
十
七
人
、
合
わ
せ
て
二
百

八
十
八
人
に
大
臣
・
知
事
か
ら
の

委
嘱
辞
令
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ

ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
三
年
間
、
住

民
と
行
政
な
ど
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
に
根
ざ
し
、
担
当
地
区
に
住
む

人
の
生
活
の
相
談
を
受
け
福
祉
制

度
の
案
内
や
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
に
連
絡
す
る
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域

に
住
む
福
祉
の
相
談
員
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
業
務
を
行
い
ま
す
。

①
調
査
活
動　

担
当
地
区
の
皆
さ

ん
の
福
祉
ニ
ー
ズ
や
実
情
な
ど
を
、

家
庭
訪
問
な
ど
を
通
し
て
必
要
な

範
囲
で
把
握
し
、
適
切
な
支
援
を

行
え
る
態
勢
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
す
。

②
相
談
活
動　

地
域
に
住
む
人
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
家
族
介
護
を
し
て
い
る
が
、
疲
れ
て
し

ま
っ
た
。　
▽
リ
ス
ト
ラ
で
、
次
の
仕
事
が

見
つ
か
ら
ず
、
生
活
が
厳
し
い
。
ど
う
し

よ
う
。　
▽
母
一
人
、
子
一
人
。
身
寄
り
も

な
く
、
い
ざ
と
い
う
と
き
ど
う
し
よ
う
か

不
安
。　
▽
隣
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

い
る
が
、
最
近
間
違
っ
て
私
の
家
に
来
る
。

も
し
か
し
た
ら
認
知
症
の
始
ま
り
か
も
。

　

▽
近
所
の
子
ど
も
の
腕
や
脚
に
必
ず
青

あ
ざ
が
あ
る
。
顔
を
腫
ら
し
て
い
る
の
も

見
た
。も
し
か
し
た
ら
、児
童
虐
待
か
も
？ 

な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
や
ち
ょ
っ

と
で
も
不
安
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

担
当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
情
報
提
供　

相
談
内
容
か
ら
、

利
用
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

④
連
絡
通
報
・
調
整
活
動　

適
切

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
行
政
機
関
や
、
社
会
福
祉

団
体
と
の
連
絡
調
整
を
し
ま
す
。

⑤
生
活
支
援
活
動　

地
域
に
根
ざ

し
た
、
生
活
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
核
と
な
っ
て
動
き
ま
す
。

⑥
意
見
提
起
活
動　

日
々
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
活
動

で
得
た
知
識
・
経
験
か
ら
、
問
題

や
改
善
策
を
考
え
、
民
生
児
童
委

員
協
議
会
を
通
じ
て
、
関
係
機
関

に
意
見
提
起
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期

は
三
年
で
す
（
同
じ
方
が
引
き
続

き
委
員
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）。　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

は
、「
守
秘
義
務
」
が
あ
り
、
業

務
の
中
で
得
た
個
人
情
報
や
秘
密

を
、
他
人
に
話
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
話
し

て
も
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
ら
れ
ま
す
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
担
当
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
ご
存
じ
で
す

か
？　

次
㌻
か
ら
の
名
簿
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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十
四
雄

鈴 
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ハ
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越

赤
田

赤
田
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黒
瀬

内
越
地
区

内
越
地
区

小
坂
町
、
大
町
、
八
幡
町

門
前
、
荒
町
（
バ
イ
パ
ス
北
部
）

鍛
冶
町
、
新
町
、
荒
町
（
バ
イ
パ
ス
南
部
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神
沢

折
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、
芦
川
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沢
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野
、 

十
二
ケ
沢
、 

軽
井
沢

長
泥
、
中
屋
敷
、
上
新
荘

坂
之
下
郷
内
、
坂
之
下
、
郷
内

大
川
原

22
―
０
９
１
９

23
―
１
６
６
４

22
―
７
８
２
７

22
―
４
９
７
３

22
―
３
０
１
８

22
―
１
２
５
６

28
―
２
５
５
２

28
―
２
１
５
７

28
―
２
６
０
８

28
―
２
１
３
２

28
―
２
２
７
９

28
―
２
５
８
６

28
―
２
６
５
４

28
―
２
１
１
２

28
―
２
２
１
４

56
―
２
７
５
３

56
―
２
６
２
３

55
―
３
８
５
５

55
―
４
２
６
０

56
―
２
２
８
７

56
―
２
２
９
８

56
―
２
５
２
２

55
―
２
９
８
１

55
―
２
９
７
８

55
―
２
８
７
８

55
―
３
０
２
３

56
―
２
５
１
４

56
―
２
３
４
５

55
―
２
１
９
５

55
―
２
３
９
７

55
―
２
９
３
０

55
―
２
３
９
１

55
―
４
２
１
５

内　越　地　区松  ヶ  崎  地  区矢　島　地　区

三 

浦 

幸 

夫

三 

浦 

礼 

子

齋 

藤 

勝 

三

石 

川 

ひ
な
子

大 

関 

幸 

子

木 

村 　

 

盛

伊 

藤 

光 

英

渡 

部 

圓 

一

木 

村 

ト
ミ
子

三 

浦 

ミ
エ
子

庄 

司 

和 

子

齊 

藤 

憲 

一

藤 

田 

純 

一

木 

内 

啓 

子

木 

内 

武 

利

大 

場 

キ
ヱ
子

石 

垣 

榮 

子

佐 

藤 　

 

勝

佐 

藤 

正 

彦

山 

田 

真 

竜

酒 

田 

彰 

子

成 

田 

カ
チ
子

阿 

部 

乙 

女

小 

嶋 

久 

子

遠 

藤 　

 

満

沢 

田 

光 

一

冨
士
盛
タ
ツ
子

吉 

井 

正 

善

加 

藤 　

 

始

佐
々
木
ア
ヤ
子

東
海
林 

礼 

子

横 

嶋 

竹 

子

岡 

部 

愛 

子

森
子
、
明
法

西
小
路

馬
喰
町

大
町
、
小
友
町
、
神
町

上
町
、
仲
町

山
王
町
、
ゆ
り
が
丘

舘
町
、
後
小
路
、
東
町

小
菅
野

久
保
田

五
十
土

天
神
町
、
大
水
口
、
東
中
沢
、
飯
沢

陳
ケ
森
、
曲
沢

黒
沢
、
寺
田

立
井
地
、
沢
口
、
山
崎

蒲
田
、
南
福
田

町
村

中
畑
、
平
石
、
堰
口

二
夕
子
、
田
代
、
西
上
原

屋
敷
、
南
由
利
原

由
利
地
区

由
利
地
区

岩
谷
町
松
山

岩
谷
町
１
区
、
８
区

岩
谷
町
５
区
、
６
区
、
７
区

岩
谷
町
２
区
、
３
区
、
４
区

大
谷
、
米
坂
、
深
沢

岩
谷
麓

大
内
三
川
、
川
口
、
特
養

徳
沢

大
倉
沢

北
福
田

牛
寺
、
中
舘

新
沢

53
―
３
１
８
４

53
―
２
４
７
６

53
―
２
２
９
３

53
―
２
０
２
７

53
―
２
２
２
７

53
―
２
０
４
７

53
―
２
５
３
９

53
―
２
４
６
５

53
―
２
７
９
６

53
―
２
６
１
５

53
―
２
５
３
０

53
―
２
７
２
９

53
―
３
１
６
１

53
―
３
５
３
７

53
―
２
９
３
０

53
―
３
１
４
１

53
―
２
０
０
５

53
―
２
０
８
２

53
―
２
２
９
４

53
―
２
２
１
８

53
―
２
１
８
８

65
―
２
２
３
８

65
―
２
５
０
２

65
―
３
０
１
５

65
―
３
２
２
６

65
―
２
７
２
３

65
―
３
２
３
４

65
―
２
９
０
８

65
―
２
４
８
９
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９
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４
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１
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６
９
６
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子
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子
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一
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子
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一
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子
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夫
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繁 
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理
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子
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子
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木 
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司

伊 
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和 

子

加 

藤 

ヒ
ナ
子

村 

上 

菊 

夫

木 

内 

金
四
郎

須 

田 

邦 

雄

新
町
、
新
所

御
嶽
、九
日
町
、須
郷
田
、成
沢
、田
沢
、金
ヶ
沢
、上
原

荒
沢
、
矢
越
、
針
ケ
岡

谷
地
沢
、桃
野
、熊
之
子
沢
、桧
沢
、濁
川

矢
島
地
区

矢
島
地
区

上
蛇
田
、
下
蛇
田
、
六
呂
田

下
タ
町
、
蔵
小
路
、
向
山
、
新
町

泉
田
、
滝
俣

高
畑
、
道
川

君
ヶ
野

勝
手

鶴
潟
４
区
〜
６
区

最
上
町
、
大
工
町
、
赤
平
、
地
蔵
坂

上
徒
士
町
、下
徒
士
町
、田
町
、今
町
、愛
宕
町
、鷹
匠
町

福
俣
、
冨
田

二
古

内
道
川
（
川
南
地
区
）

天
鷺
団
地
、
大
町
、
中
町
、
肴
町

内
道
川
（
川
北
地
区
）

緑
ヶ
丘

鶴
潟
１
区
〜
３
区
、
新
鶴
潟
、
眺
望
台

下
黒
川
、
上
黒
川

上
新
谷
、
雪
川

岩
城
地
区

岩
城
地
区

吉
沢

新
上
条

山
本

土
倉
、
蟹
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奉
行
免

新
屋
敷

米
山
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５
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72
―
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７
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―
２
１
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72
―
２
１
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０
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―
２
１
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53
―
３
３
１
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―
３
０
９
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―
２
２
５
０
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０

矢　島　地　区岩　城　地　区由　利　地　区
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小 

島 
ひ
と
み

工 

藤 

利 
典

　

 

橋 

政 

子

田 

口 

吉 

美

中 

川 　

 

博

須 

田 

チ 

ヱ

中 

川 

辰
四
郎

工 

藤 

千
世
子

渡 

會 　

 

進

小 

松 

郁 

子

佐
々
木 

明 

子

鈴 

木 

和 

子

杉 

山 

美
和
子

中 

川 

節 

子

亀 

山 

恭 

子

鈴 

木 

和 

嘉

藤 

田 　

 

晃

児 

玉 

リ
ツ
子

木 

村 　

 

節

小 

山 　

 

幸

小 

松 

勝 

茂

柳 

原 

誠 

一

菅 

野 

悦 

子

　

 

橋 　

 

昇

川 

勝 

ア
キ
子

安 

保 

榮 

和

牧 

野 

韶 

子

工 

藤 

喜
久
子

佐 

藤 

礼 

子

白 

幡 

忠 

美

美
倉
町

東
町

谷
地
町

花
畑
町
、
駅
前

赤
沼
町
１
区

赤
沼
町
２
区

赤
沼
町
（
バ
イ
パ
ス
東
側
）、
梵
天

大
ノ
道
１
区

大
ノ
道
２
区
（
西
部
）

大
ノ
道
２
区
（
東
部
）

大
ノ
道
３
区

蓼
沼
北
部
（
東
梵
天
、
下
大
野
）

蓼
沼
南
部
（
一
番
堰
、
上
大
野
）

本
田
仲
町

御
門
町
１
区

御
門
町
２
区

大
鍬
町
（
東
部
）

大
鍬
町
（
西
部
）

東
御
門
町
（
北
部
）

東
御
門
町
（
南
部
）

桜
小
路

東
部
地
区

東
部
地
区

千
刈
（
南
部
）

千
刈
（
北
部
）

東
・
西
表
尾
崎
町

東
・
西
裏
尾
崎
町

中
竪
町
、
谷
山
小
路

上
横
町
、
中
横
町
、
桶
屋
町
、
油
小
路

鍛
冶
町
、
日
役
町
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６
１
９
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―
４
０
４
２

22
―
４
５
１
３

24
―
０
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９
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２
２
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１
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３
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４
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０
２
３
９

24
―
４
１
１
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５
０
３
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０
３
３
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22
―
８
５
３
０

22
―
２
１
５
０

22
―
８
２
４
７
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―
１
０
８
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23
―
１
２
１
３

24
―
２
９
５
９
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夫
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郎

池 

田 

太 

子

浜
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脇
地
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師
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内

玉
ノ
池

　

法
船
岡

藤
崎

子
吉
地
区

子
吉
地
区

上
万
願
寺
、
新
田

下
万
願
寺
、
荒
町

三
条
、
新
道

二
十
六
木
、
大
中
ノ
沢

館
前
、
大
沢

金
山
、
南
ノ
股
、
北
ノ
股

三
ツ
方
森
、
山
内
、
大
簗
、
鳥
田
目

館
、
一
本
木
、
柳
生

櫛
引
、
烏
川

鮎
瀬

上
野

宮
沢
、
雪
車
町
、
滝
ノ
沢

湯
沢
、
新
山
崎
、
栗
山

小
友
石
沢
地
区

小
友
石
沢
地
区

川
口
西
部
（
105
号
線
境
）

川
口
東
部
（
105
号
線
境
）

谷
地
、
土
谷

柴
野

横
山
、
長
者
屋
敷
、
福
田
、
山
田
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畑
谷

大
浦
、
砂
子
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子

　

 

橋 

チ 

ヨ

佐 

藤 

泰 

子

柴 

田 

祐 

子

菊 

地 

洋 

淳

長
谷
山 

次 

子

佐
々
木 

幸 

子

石 

川 

敦 

子

打 

矢 

勝 

弘

齊 

藤 

一 

枝

伊 
藤 

金 

美

恩 
田 
哲 

典

佐 

藤 
鈴 
子

佐 

藤 

陸 
朗

鈴 

木 

香
代
子

　

 

橋 　

 

強

戸 

村 

賢 

二

宮 

澤 

ア 

イ

佐
々
木 

嘉 

次

加 

藤 

鈴 

子

手 

嶋 

勝 

利

長 

瀧 

美 

代

加
賀
谷 

令 

子

佐 

藤 

秋 

子

吉 

川 

一 

成

後
町
、
猟
師
町

大
町
、
中
町
、
肴
町

和
泉
町
、
田
町

古
雪
町
、
観
音
町

永
泉
寺
門
前
（
北
部
）

永
泉
寺
門
前
（
南
部
）

愛
宕
町

大
泉
寺
山

五
軒
町
、
旭
町

栄
町
１
・
２
・
３
丁
目

片
町
、
浜
ノ
町

西
部
地
区

西
部
地
区

今
町
、
上
町

上
ノ
山
、
東
新
山
町
、
雇
用
促
進
住
宅
（
新
山
）

石
脇
新
町
、
石
脇
中
町

三
軒
町
、
長
老
沼

緑
町
、
新
治
町

若
葉
町
（
南
部
）

若
葉
町
（
北
部
）

竜
巻
１
区

竜
巻
中
央
町
、
新
山
町

末
広
町

赤松
美
町
（
石
ノ
花
）

松
美
町
（
尾
花
沢
）

田
尻
町

浜
松
町
（
西
部
）

浜
松
町
（
東
部
）

住
吉
町
、
雇
用
促
進
住
宅
（
石
脇
）

松
涛
町
51
〜
60
、
松
号
棟

松
涛
町
12
〜
16
、
37
〜
40
、
61
〜
70
、
81
〜
84

松
涛
町
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〜
36
、
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〜
80
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市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
畠
山
恵
美
子

会
長
）
が
主
催
す
る
、
第
三
回
市
消
費
者
問

題
研
修
会
が
十
一
月
二
十
二
日
、
本
荘
由
利

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
「
と
も
に
進
め
る
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
会
に
は
、

地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
何
が
で

き
る
か
を
考
え
る
機
会
に
し
た
い
と
、
市
内

各
地
域
か
ら
百
六
十
人
の
婦
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

市
の
担
当
者
か
ら
市
の
ゴ
ミ
処
理
の
現
状
、

環
境
型
社
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
な
ど
を
聞
き
、「
も
っ
た
い
な
い
精

神
」
の
運
動
の
大
切
さ
を
確
認
。
午
後
か
ら

は
悪
質
業
者
に
引
っ
か
か
ら
な
い
た
め
の
対

処
法
を
学
ぶ
な
ど
、
生
活
に
密
接
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

パネリストの皆さん

郷土料理を介して食生活の大切さを訴える

生活に密接な問題をテーマにした研修会

　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
本
荘
支
部

（
佐
々
木
和
子
支
部
会
長
）
で
は
十
一
月
二
十

六
日
、
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
だ
ま

こ
汁
」
の
試
食
会
を
実
施
し
、
郷
土
料
理
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
親
元
を
離
れ
て
生
活
し
、

朝
食
の
欠
食
や
偏
っ
た
食
生
活
に
な
り
が
ち
な

大
学
生
た
ち
に
六
月
に
も
調
理
の
紹
介
な
ど
を

実
施
。
野
菜
を
多
く
食
べ
る
こ
と
を
勧
め
た
り
、

具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
の
試
食
会
を
行
う
な
ど
、

地
域
で
暮
ら
す
学
生
の
健
康
づ
く
り
と
食
生
活

改
善
の
推
進
に
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
世
界
の
ミ
フ
ネ
」
で
知
ら
れ
る
国
際
ス
タ
ー
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
三
船
敏
郎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
十
二
月
一
日
、

同
氏
の
父
の
生
家
が
あ
る
鳥
海
地
域
の
紫
水
館
で
開
催

さ
れ
、
お
よ
そ
百
人
が
親
交
の
あ
っ
た
方
々
の
逸
話
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
市
民
活
動
支
援
助
成

事
業
を
活
用
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
山
鳩
（
野

口
元
会
長
）
が
昨
年
に
続
き
開
い
た
も
の
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
映
画
監
督
の
宮
越
澄
さ
ん
が
「
自

ら
の
世
話
役
な
ど
に
秋
田
の
人
を
多
く
雇
用
す
る
な
ど
、

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
た
」
と
話
し
、

秋
田
魁
新
報
社
地
方
連
絡
部
長
の
田
口
克
美
さ
ん
は
「
市

で
建
設
予
定
の
複
合
施
設
に
三
船
敏
郎
、
斎
藤
寅
次
郎

の
遺
品
な
ど
の
展
示
を
計
画
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

こ
の
企
画
は
有
効
。
た
だ
、
父
の
地
元
で
あ
る
鳥
海
に

こ
だ
わ
る
こ
と
も
必
要
だ
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　

野
口
会
長
は
、「
国
道
沿
い
に
大
型
看
板
を
設
置
し
た

ほ
か
、
ビ
デ
オ
上
映
機
器
も
そ
ろ
え
ま
し
た
。
今
後
も

鳥
海
地
域
を
『
三
船
敏
郎
の
ふ
る
さ
と
』
と
し
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

約100人が参加したフォーラム

平成19年12月15日号 広報ゆりほんじょう

工 

藤 

金 

夫

大 
場 

美
紀
子

加 
藤 
ヨ
シ
子

加 

藤 
ト
ミ
子

佐
々
木 
勇 
治

佐
々
木
眞
規
子

松 

井 

タ
キ
子

伊 

藤 

啓 

司

伊 

藤 

花 

子

藤 

原 

研 

一

佐
々
木 

要 

子

菊 

地 

悦 

子

　

 

野 

艶 

子

佐
々
木 　

 

進

畠 

山 

五 

郎

佐
々
木 

長 

英

佐
々
木 

壽 

子

東
海
林 

俊 

江

東
海
林 

秋 

夫

東
海
林 

晶 

子

佐
々
木 

榮 

子

阿 

部 

和 

子

伊 

藤 

直 

子

小 

松 　

 

恒

小 

松 

惣 

一

畠 

山 

清 

子

佐 

藤 　

 

貢

畠 

山 　

 

楸

　

 

橋 　

 

誠

佐 

藤 　

 

操

小 

松 

和 

子

小 

松 

良 

一

佐 

藤 

陽 

子

中
帳

高
尾

中
俣

堀
切

加
賀
沢

松
本

及
位

長
坂

　

岡

　

岡
平
岫

朴
沢

的
場
、
板
井
沢

新
田
、
見
岫

石
橋
、
軽
井
沢

芦
渕
、
小
栗
山
、
代
内

岩
野
目
沢

楢
渕
、
大
小
屋

小
増
沢
、
小
羽
広

滝立
寄

羽
広

大
内
地
区

大
内
地
区

智
者
鶴
、
向
田
、
泡
ノ
渕

黒
渕
、
葎
沢
、
地
下
ノ
沢

田
代
、
石
高
、
時
雨
山

袖
山
、
大
吹
川
、
須
郷

須
郷
田
、
舘
合
新
田
、
高
戸
屋
、
下
小
屋

下
小
路
、
八
日
町
、
家
ノ
下

舘
西
、
宇
戸
坂
、
新
沢
、
五
海
保

山
崎
、
松
柴
、
板
戸
、
久
保

中
通
、
下
通
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０
２
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【
申
告
が
必
要
な
方
】

　

事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
お
よ
び

法
人
で
す
。

 

【
申
告
対
象
資
産
】

　

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
で
所
有

す
る
事
業
用
資
産
（
構
築
物
・
機
械

お
よ
び
装
置
・
工
具
・
器
具
・
備
品

な
ど
）
で
土
地
、
家
屋
以
外
の
も
の
。

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
車
両
も
含
ま
れ

ま
す
。

 

【
申
告
の
方
法
】

　

該
当
者
へ
申
告
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※

新
た
に
事
業
を
始
め
ら
れ
た
方
や
、

　

償
却
資
産
所
有
者
で
申
告
書
が
送

　

付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限　

１
月
31
日
㈭

▽
提
出
先　

市
税
務
課
ま
た
は
各
総

　

合
支
所
振
興
課

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
税
務
課　

資

　

産
税
班
（
☎
24
―
６
３
０
４
）

　

平
成
18
・
19
年
度
物
品
入
札
（
見

積
り
）
参
加
資
格
の
有
効
期
間
を
平

成
20
年
度
（
平
成
21
年
３
月
31
日
）

ま
で
一
年
間
延
長
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
申
請
済
み
の
業
者
は

提
出
す
る
書
類
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

提
出
済
み
の
書
類
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
速
や
か
に
「
変
更
届
」
を
入

札
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
入
札
課
（
☎

　

24
―
６
２
２
２
）

　

交
通
・
労
働
・
自
然
災
害
で
父
ま

た
は
母
を
亡
く
し
た
り
、
前
記
の
災

害
で
著
し
い
障
害
者
と
な
っ
た
父
ま

た
は
母
を
も
つ
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童
（
遺
児
）
を
養
育
し
て
い
る
方

に
は
、
次
の
援
護
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
見
舞
金　

災
害
で
遺
児
と
な
っ
た

　

と
き
、
遺
児
１
人
に
つ
き
10
万
円

②
入
学
祝
金　

遺
児
が
小
学
校
、
中

　

学
校
（
特
殊
学
校
含
む
）
に
入
学

　

し
た
と
き
、
１
人
に
つ
き
５
万
円

③
激
励
金　

遺
児
１
人
に
つ
き
年
３

　

万
円

④
卒
業
祝
金　

遺
児
が
義
務
教
育
を

　

修
了
し
た
と
き
、
１
人
に
つ
き
５

　

万
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
子
育
て
支
援

　

課
（
☎
24
―
６
３
１
９
）、
県
災

　

害
遺
児
愛
護
会
（
☎
０
１
８
―
８

　

６
４
―
２
７
１
７
）

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
の
閉
め

忘
れ
、
積
雪
に
よ
る
配
管
の
損
傷
、

ポ
リ
タ
ン
ク
へ
の
小
分
け
時
の
不
注

意
な
ど
に
よ
る
油
流
出
事
故
が
頻
繁

に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、

そ
の
回
収
・
処
理
費
用
を
事
故
を
起

こ
し
た
原
因
者
が
負
担
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
流
出
事
故
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
た

場
合
、
ま
た
は
油
膜
な
ど
を
発
見
し

た
場
合
は
、
お
近
く
の
消
防
署
、
警

察
署
、
市
役
所
生
活
環
境
課
、
各
総

合
支
所
、
県
や
国
の
機
関
へ
の
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
消
防
本
部
予

　

防
課
（
☎
22
―
４
２
８
２
）

　

市
で
は
、
左
記
に
よ
り
物
品
の
払

い
下
げ
を
行
い
ま
す
。

▽
物
品
名

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車　

３
台

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ　

４
台

▽
最
低
売
却
価
額

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
（
１
台
）

　

１
万
円

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
（
１
台
）
２
万
円

※

物
品
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
説
明

　

会
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
説
明
会　

12
月
20
日
㈭　

午
前
10
時

▽
入
札
日　

12
月
27
日
㈭　

午
前
10
時

※

説
明
会
、
入
札
場
所
は
い
ず
れ
も

　

市
役
所
５
階
第
８
会
議
室
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
管
財
課
（
☎

　

24
―
６
２
６
２
）

　

固
定
資
産
税
第
三
期
分
と
国
民
健

康
保
険
税
第
六
期
分
の
納
期
限
（
口

座
振
替
日
）
は
12
月
28
日
で
す
。
お

近
く
の
金
融
機
関
、Ｊ
Ａ
ま
た
は
市

役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
納
付
の
方
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
収
納
課
（
☎

　

24
―
６
２
５
６
）

　

次
の
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

▽
公
営
住
宅　

　

岩
城
地
域　

一
戸
（
愛
宕
）

▽
申
し
込
み
期
間　

12
月
25
日
㈫

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

　

く
は
都
市
計
画
課
（
☎
24
―
６
３

　

３
４
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

　

課
ま
で

　

こ
の
た
び
、
韓
国
青
少
年
北
ソ
ウ

ル
連
盟
主
催
に
よ
り
韓
国
か
ら
小
、

中
学
生
が
訪
問
し
交
流
の
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

し
て
夕
食
会
の
受
け
入
れ
家
庭
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

▽
夕
食
会
日　

一
月
中
旬

▽
募
集
世
帯　

15
世
帯

▽
募
集
締
切　

12
月
25
日
㈫

▽
募
集
対
象
地
域　

本
荘
・
由
利
・

　

矢
島
・
鳥
海
の
各
地
域  

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

矢
島
総
合
支
所
産
業
課
（
☎
55
―

　

４
９
５
３
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制

高
等
学
校
、
福
祉
通
信
教
育
、
お
よ

び
生
涯
学
習
通
信
講
座
の
学
生
・
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
無
料
の

案
内
書
・
願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
内
容　

①
高
等
学
校
普
通
科
、

　

②
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス
、 

③

　

社
会
福
祉
士
養
成
課
程
、 

④
生
涯

　

学
習
通
信
講
座

▽
募
集
期
間　

①
平
成
20
年
２
月
１

　

日
〜
４
月
20
日
、 

② （
一
次
募
集
）

　

12
月
20
日
〜
20
年
１
月
21
日
、

　
 

（
二
次
募
集
）
20
年
２
月
20
日
〜

　

三
月
十
七
日
、 

③ 

（
一
次
募
集
）

　

12
月
１
日
〜
20
年
１
月
23
日
、（
二

　

次
募
集
）
20
年
２
月
１
日
〜
３
月

　

５
日
、 
④
通
年
申
し
込
み
受
け
付

　

け
▽
案
内
書
請
求　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

（
☎
０
１
２
０
―
０
６
―
８
８
８
１
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

 

（
☎
０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５
１
）

 

▽
対
象　

平
成
20
年
３
月
高
卒
見
込

　

者
ま
た
は
高
卒
者 

▽
願
書
受
付
期
間　

平
成
20
年
１
月

　

７
日
㈪
〜
１
月
23
日
㈬
（
必
着
）

　

 

〔
学
校
ま
で
持
参
可
〕

▽
出
願
先　

〒
015
―
０
８
８
５　

由

　

利
本
荘
市
水
林
457
―
７　

由
利
本

　

荘
看
護
学
校
入
学
試
験
係

▽
試
験
日
時　

平
成
20
年
１
月
26
日

　

㈯　

学
科
（
国
英
数
）・
小
論
文
、

　

27
日
㈰　

面
接 

▽
試
験
会
場　

由
利
本
荘
看
護
学
校 

▽
出
願
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
生
募
集
要
項
の
請
求
は
、
返
信

　

用
封
筒
（
角
２
号
封
筒
200
円
切
手

　

を
貼
り
、
住
所
、
氏
名
お
よ
び
郵

　

便
番
号
を
明
記
し
た
も
の
）
を 

　

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

〒
015
―
０
８
８
５　

由
利
本
荘

　

市
水
林
457
―
７　

由
利
本
荘
看
護

　

学
校
入
学
試
験
係

※

詳
細
は
、
由
利
本
荘
看
護
学
校
入

　

学
試
験
係
（
☎
22
―
６
０
３
１
）

　

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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◆等価交換期間 … 平成20年１月４日㈮～３月31日㈪
　　　　　　　　 （土・日・祝日を除きます）
◆受  付  時  間 … 午前８時30分～午後５時15分
◆等価交換場所 … 市役所生活環境課、各総合支所市民課およ
　　　　　　　　  び各出張所
◆交  換  単  位 … 原則として旧ごみ袋２枚につき、新袋１枚

◆問い合わせ先 … 市生活環境課（☎24－6253）

　平成20年１月以降は、有料指定ごみ袋以外は、収集しません
ので、ご注意ください。なお、ご家庭で未使用の旧指定ごみ袋
（可燃、不燃）をお持ちの場合は、平成20年３月までの３カ月
間、有料指定ごみ袋（新袋）と等価交換できます。

※家庭用ごみ袋で未使用のものに限ります。
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十
一
月
三
十
日
、
本
荘
由
利
産
業
科
学

技
術
振
興
財
団
と
の
共
催
に
よ
り
、
国
際

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
本
荘
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。「
産
官
学
連
携

と
地
域
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
本
学
関
係
者
の
ほ

か
市
内
の
企
業
・
行
政
関
係
者
や
市
民
の

方
々
な
ど
三
百
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

世
界
の
産
官
学
連
携
に
つ
い
て
、
メ
キ

シ
コ
と
中
国
の
研
究
者
に
よ
る
招
待
講
演

が
行
わ
れ
た
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
三
品

勉
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
秋
田
県
版

産
官
学
連
携
の
将
来
像
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
討
論
者
の
一
人
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
小
林
工
業
の
小
林

憲
一
郎
社
長
か
ら
は
、「
鍵
は
〝
人
〞
に

あ
る
。
い
か
に
人
の
集
ま
る
場
を
つ
く
る

か
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
せ
る
場
を
持
つ

こ
と
が
大
事
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十

二
月
一
日
に

は
小
林
工
業

の
工
場
や
Ｔ

Ｄ
Ｋ
歴
史
館

な
ど
を
訪
問

す
る
見
学
ツ

ア
ー
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

日
本
福
祉
工
学
会
の
第
十
一
回
総
会・

学
術
講
演
会
が
十
一
月
二
十
四
日
に
本
荘

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

関
係
者
約
百
四
十
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
開

催
に
あ
た
っ
て
は
由
利
本
荘
市
の
後
援
の

ほ
か
、
市
内
の
病
院
や
企
業
、
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
般
講
演
で
は
福
祉
分
野
へ
の
ロ
ボ
ッ

ト
の
応
用
、
リ
ハ
ビ
リ
機
器
、
介
護
負
担

軽
減
機
器
な
ど
に
関
す
る
本
学
の
教
員
や

学
生
の
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
特
別

支
援
教
育
」
分
野
で
は
、
ゆ
り
養
護
学
校

寄
宿
舎
指
導
員
の
仁
平
牧
子
さ
ん
も
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
二
十
三
日
に
は
岩
城
少
年
自
然

の
家
に
て
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
、

学
生
と
地
域
を
結
ぶ
福
祉
活
動
に
つ
い
て

議
論
し
な
が
ら
学
生
同
士
が
交
流
し
ま
し

た
。
ま
た
、
二
十
五
日
の
研
修
視
察
会

に
は
、
県
外
の
方
約
四
十
名
が
参
加
さ
れ
、

齋
彌
酒
造
店
、
赤
田
の
大
仏
、
天
鷺
城
を

視
察
し
ま
し
た
。

岩城少年自然の家で行われた
学生フォーラム　　　　　　

国際フォーラムでの
　　パネルディスカッション

※本庁および各総合支所の市民課窓口は12月29日～１月３日
　まで休業しますが、その間も戸籍届出は受け付けします。
　１月４日は混雑しますので、証明書などが必要な方は12月
　28日までにおとりいただくことをおすすめします。

※通常休館日の12月25日㈫は休まず営業し、12月27日・28日
　と１月８日は休館いたします。

※日曜・祝日の午後５時以降も休館し
　ます。

※12月16日㈰も休館します。

※12月23日㈰も休館します。

※通常休業日の１月２日㈬は休まず営
　業します。

奥山
俊

加藤
芳

海法
恒男

桑山
明久

年末年始のため、市役所ほか各施設は12月29日㈯から１月３日㈭まで休業いたします。
一部業務については次の表のとおりですので、ご確認のうえお出かけください。

■本荘郷土資料館「年末年始の休館｣
年末年始休館日　12月28日㈮～

１月３日㈭
※「本荘ごてんまりと全国コンクー
　ルの歩み展」（１月20日まで）を開
　催していますが、今年度の入賞作
　品も追加展示していますので、ど
　うぞご来館ください。

■「体育施設」冬期閉鎖のお知らせ
対象施設　サンスポーツランド岩城
　　野球場・テニスコート、岩城パー
　　クゴルフ場
閉鎖期間　12月１日㈯～平成20年３
　　月31日㈪
問い合わせ先　生涯学習課

（☎73－2468）

■読み聞かせ教室
　「おはなしのへや」開催します
　出羽伝承館では毎月第４土曜日に
おはなしのへやを開催しています。
読み聞かせボランティア会員も募集中！
日時　12月22日㈯　午前10時30分～
場所　出羽伝承館（児童図書コーナー）
問い合わせ先　出羽伝承館

（☎62－0505）
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■「フィットネスジム登録講習会」
日時　12月20日㈭　午後６時30分
場所　アクアパル　
定員　25人（先着順）
年会費　一般3,150円、学生1,575円
　　（ともに税込み）
※事前に電話などでアクアパルへお
　申し込みください（☎22－5611）
■第46回本荘男女混合バレーボール大会
日時　１月27日㈰　午前９時開会、９
　　時30分競技開始
場所　尾崎小学校体育館
参加費　１チーム1,000円
※今大会より同好会チームも参加可
　能になりましたので、たくさんの
　参加をお待ちしております。
申し込み・問い合わせ先　１月16日
　　㈬まで、市スポーツ振興課

（☎24－6287）
■冬休み子ども陶芸教室
日時　12月27日㈭　午前９時～
場所　東光館（赤田）
対象・定員　小学４年生以上の先着20人
参加費　500円（材料費）
申し込み・問い合わせ先　12月21日
　　㈮まで、東光館（☎23－2882）
■１月からの「遊泳館」各種教室
開催日　１月７日㈪～毎週月・金曜
　　日　全16回
【水泳教室】
◎初級者（クロール、背泳ぎ）
　午前10時15分～ 11時10分　定員40人
◎中級以上（平泳ぎ、バタフライ）
　午前11時15分～ 12時10分　定員25人
【水中ウォーキング教室】
午前11時15分～ 12時10分　定員20人
講師　水泳指導員　田口真由美さん、
　　佐々木君枝さん、大川はるかさん
参加費　2,000円
※各教室とも参加費を初日にいただ
　きます。ただし、プール使用料は
　毎回必要です。
申し込み・問い合わせ先　市スポー
　　ツ振興課（☎24－6287）、遊泳館
　　（☎24－0134）

◎本荘図書館（☎22―4900）
勝手に絶望する若者たち　　　荒井　千暁
走ることについて語るときに僕の語ること

村上　春樹
クレイジーボーイズ　　　　　　楡　周平
遊戯　　　　　　　　　　　　藤原　伊織
「兵士」になれなかった三島由紀夫　杉山　隆男
友だちに「死にたい」といわれたとき、きみにできること

リチャード・E・ネルソン
みんなＣＭ音楽を歌っていた－大森昭男ともうひとつのＪ－ＰＯＰ－

田家　秀樹

◎岩城図書館（☎73－3673）
望みは何と訊かれたら　　　　小池真理子
妖しい詩韻　　　　　　　　　内田　康夫
ウオッチメーカー　ジェフリー・ディーバー
中原の虹　第４巻　　　　　　浅田　次郎
汚れおとし大事件　　　　　　佐光　紀子
わたしの味野菜たっぷり　　　栗原はるみ
コロコロどんぐりみゅーじあむ　いわさゆうこ
へんしんプレゼント　　　あきやまただし
はこははこ？　アントワネット・ポーティス
モグのクリスマス　　　ジュディス・カー

◎由利図書館（☎53－2121）
つくもがみ貸します　　　　　　畠中　恵
天地人　上・下　　　　　　　火坂　雅志
十七歳　　　　　　　　　　　岩井志麻子
有頂天家族　　　　　　　　　森見登美彦
愛に似たもの　　　　　　　　　唯川　恵
やっかいな隣人韓国の正体　　井沢　元彦
節税の鬼になる　　　　　　　　小栗　悟
はなになりたい　　　　　　すまいるママ
海の宝もの　クリスチャン・R・ラッセル
かまきりのかまくん　　　　　高家　博成

◆冬の親子読書教室を開催します！
（参加無料）

と　き　平成20年１月10日㈭　午前10時～
ところ　本荘図書館　児童閲覧室
内　容　ハッピーカードをつくりましょう！
※先着20組（大人を含む）、12月21日㈮
　締め切りです
◆「みくらぶんこ」を開催します！
　本荘図書館で保存の必要がなくなった
本を、ご自由にお持ち帰りください。図
書館入り口に展示いたします。
開催期間　平成20年１月４日㈮～ 14日㈪

　市観光協会では、１月
20日㈰に「観光施設巡り
ツアー」を行います。
　お誘い合わせのうえ、
ご参加ください。

◇と　き　１月20日㈰
◇コース　各総合支所（午前８時30
　分ごろ）→新山神社→石脇蔵の市
　（齋彌酒造）・マルイチみそしょう
　ゆ醸造元→昼食・温泉施設（ぱい
　んすぱ新山、かしわ温泉、鶴舞温
　泉）→各総合支所（午後３時30分
　ごろ）
◇対　象  市にお住まいの方
◇定　員  各支部20人程度
◇参加費  一人約1, 500円（実費）
◇申し込み・受け付け先
　本荘／24－6376、矢島／55－4953、
　岩城／73－2014、由利／53－2114、
　大内／65－2216、東由利／69－2116、
　西目／33－4614、鳥海／57－2205
◇問い合わせ先　市観光協会事務局
　　（市観光振興課☎24－6376、ま
　　たは各総合支所産業課）
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88,840　人　

42,548　人　

46,292　人　

29,956世帯

①１月15日㈫～ 16日㈬
　エクセルデータベース
②１月17日㈭～ 18日㈮
　パソコン入門
③１月22日㈫～ 23日㈬
　エクセル関数とシート
④１月24日㈭～ 25日㈮
　ワード入門
※時間は、午前９時30分～
　午後４時まで（全コース２
　日間とも）
　ところ　　本荘由利地域職業
　　　　　訓練センター
　定　員　　10人
　受講料　　各コース4,000円
※受講者が少ない場合は、中
　止することがあります。
　申し込み・問い合わせ先
　職業訓練協会（☎23－5502)

　e－Taxはインターネットで申告・
納税できるシステムです。平成19年
分の確定申告に向け、事前手続きを。
詳しくはwww.e-tax.nta.go.jp

   こう　  すけ

　　　　なぎ

   ゆう　    な

   ふう　    か

　　　　しん

しょう　  ま

   ひろ　    む

梶　原　滉　介ちゃん（ 拳 さん）大鍬町
菅　𠩤　　　凪ちゃん（健弥さん）石脇
黒　木　優　菜ちゃん（浩二さん）石脇
黒　木　楓　花ちゃん（浩二さん）石脇
土　門　　　心ちゃん（正昭さん）藤崎
阿　部　翔　天ちゃん（賢人さん）西梵天
渋　谷　そ　らちゃん（ 淳 さん）石脇
工　藤　大　夢ちゃん（光広さん）花畑町

髙　橋　克　弥ちゃん（功樹さん）矢島町七日町
今　野　聖　眞ちゃん（達哉さん）岩城勝手
奥　山　陽　斗ちゃん（英行さん）

岩城亀田亀田町
三　浦　龍　臣ちゃん（竜介さん）山本
太　田　暖　陽ちゃん（公之さん）森子
阿　部　幸四郎ちゃん（進一さん）飯沢
東海林　　　拓ちゃん（ 勝 さん）岩野目沢
河　村　優　斗ちゃん（賢久さん）西目町沼田
佐　藤　　　豪ちゃん（ 淳 さん）鳥海町伏見

  かつ　　や

  せい　　ま

  はる　　と

  たつ　   おみ

  はる　　ひ

  こう し  ろう

　　　   たくま

  ゆう　　と

　　　　ごう

伊　藤　吉　圓さん（87歳）赤田
佐　藤　時　造さん（84歳）矢島町元町
髙　橋　芳　也さん（75歳）矢島町荒沢
佐　藤　金　市さん（71歳）矢島町元町
茂　木　サカヱさん（91歳）矢島町新荘
堀　井　長　逸さん（89歳）岩城君ヶ野
田　口　米　藏さん（87歳）岩城亀田亀田町
長谷部　ハルヱさん（92歳）岩城二古
長谷部　ナオヱさん（91歳）岩城二古
畠　山　秀　雄さん（77歳）小菅野
村　上　斗実穂さん（87歳）川西
熊　谷　賢　二さん（46歳）堰口
鈴　木　チヨミさん（88歳）大倉沢
岡　部　イサミさん（94歳）新沢
蒲　野　キチヨさん（85歳）加賀沢
　　地　カ　ツさん（83歳）中田代
伊　藤　ス　ヱさん（92歳）長坂
　　地　チヨノさん（81歳）岩野目沢
鈴　木　　　健さん（81歳）東由利蔵
三　浦　ユミ子さん（59歳）西目町出戸
牧　野　孝　二さん（78歳）西目町出戸
三　船　幸　男さん（77歳）鳥海町小川
武　田　アイ子さん（68歳）鳥海町上笹子
佐　藤　ミ　ヱさん（68歳）鳥海町下川内
太　田　　　實さん（76歳）鳥海町上笹子
栗　田　イマノさん（90歳）鳥海町伏見
髙　橋　義　視さん（81歳）鳥海町伏見
髙　橋　悦　子さん（70歳）鳥海町伏見
佐　藤　雄　次さん（80歳）鳥海町上川内

三浦良松氏（旧本荘市監査委員・田町）は、
11月22日午前３時55分永眠されました。氏
は、昭和60年から平成５年までの８年間、
本荘市監査委員として、予算の適正執行や
事務事業の有効性について、適切な指導と
助言をされ、公正で合理的かつ能率的な市
の行政運営の確保に尽力されました。88歳。

塙　　　　　正さん（92歳）井戸尻
坂　田　チヤ子さん（71歳）薬師堂
田　口　榮　一さん（78歳）松ヶ崎
種　澤　邦　雄さん（78歳）川口
小　松　昌　司さん（88歳）鳥田目
佐　野　ツ　ヤさん（88歳）裏尾崎町
齋　藤　玉　子さん（52歳）赤沼下道
植　村　　　弘さん（83歳）二番堰
小　松　ス　ヱさん（85歳）館
齋　藤　キ　ヨさん（83歳）本田仲町
長　堀　　　正さん（67歳）三条
中　村　タケヨさん（92歳）埋田
伊　藤　ヤ　シさん（83歳）浜三川
齋　藤　初太郎さん（84歳）岩渕下
大　宮　タケノさん（82歳）石脇
佐々木　マス子さん（91歳）日役町
成　田　キヨエさん（99歳）鮎瀬
渡　邉　宮　子さん（71歳）西梵天
佐々木　フサヱさん（82歳）川口

平成19年12月15日号 広報ゆりほんじょう

■ 「コアラちゃん教室」に参加しませんか
　今回は「お店やさんごっこ」です。
▷とき…12月19日㈬  午前10時～ 11時30分
▷ところ…本荘カトリック幼稚園
▷対象…０歳～就園前の乳幼児と保護者
▷持ち物…内ズック、着替え
※駐車は園向かいの運動場へ。また、幼稚園説明会
　も行っております。ご希望の方はご連絡ください。
▷お問い合わせ…本荘カトリック幼稚園
　　　　　　　　　　　　　　（☎22－2068）
■商工会主催「新春商工パーティー」を開催
▷とき…平成20年１月４日㈮  午後３時～
▷ところ…ホテルアイリス
▷会費…一人2,000円
※一事業所より数人の参加をお願いします。
▷申し込み・お問い合わせ…12月19日㈬ま
　　で、最寄りの市商工会各支所、本部
　　 （☎23－8686）へ

■美味しい水を楽しむ会「楽水会」開催します
▷とき…12月18日㈫  午前９時45分～
　　　　　　　　　　　　　　　11時45分
▷ところ…本荘勤労青少年ホーム
▷対象…会員および水に興味、関心のある方
▷内容…○美味しい水について○水と生活に
　　関しての語らい○これからの活動計画　ほか
▷お問い合わせ…美味しい水を楽しむ会
　　　　　事務局　伊藤さん（☎23－1768）
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　学校給食の衛生管
理の改善充実や給食
を活用した食に関す
る指導に積極的に取
り組み、学校給食の
普及と充実に功績が
あったとして、尾崎
小学校が文部科学大
臣表彰を受けられま
した。
写真：表彰状を手にする
三浦校長

打矢勝弘さん（石脇）、
小松芳久さん（東由
利田代）、遠藤鐘紀さ
ん（徳沢）、佐藤恒悦
さん（東由利舘合）、
木村賢一さん（久保
田）、渡部功さん（米
坂）

• • • • • • • • •

• • • • • • • • •

　自動車盗難・車上
ねらいを防ぐための
「キーロックの徹底」
を図ってもらおうと
12月７日、警察署・
防犯協会・市が共同
で「ロックパトロー
ル」を実施しました。
市内のスーパーへ買
い物に訪れた市民へ
チラシを配布し、防
犯を呼びかけました。

※平成20年１月15日号に掲載希望の原稿は12
　月25日㈫が締め切りです。（一部抜粋して
　掲載する場合があります）

　

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
、
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
企
画
調
整

　

課
統
計
班（
☎
24
―
６
２
２
７
）

お い

　

新
春
を
飾
る
消
防
出
初
め
式
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
多
数
の
ご
参

観
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
と
き　

１
月
５
日
㈯　

午
前
９
時
〜

　

午
前
９
時
／
く
す
玉
開
放
（
市
役
所
前
）、

　

９
時
10
分
／
分
列
行
進
（
市
役
所
前
道
路
）、

　

10
時
／
式
典
（
本
荘
文
化
会
館
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
消
防
本
部
総
務
課
（
☎

　

24
―
６
２
９
５
）


